




3)系統保存 

 生産した種苗は平成 22年 12月 17日の計数時で 1,469

個体生残しており，次年度に養殖業者にピース貝として

配布し，希少真珠の野外生産試験を行う予定である。 

 凍結，解凍した精子の人工授精試験では，5 個体のう

ち 1 個体の精子で運動精子比と受精率が生鮮精子よりや

や低かったものの，他の 4 個体では遜色なかった。成長

と殻長比についても，5 個体とも生鮮精子と顕著な差は

認められなかったことから，適切に凍結保存が行われた

と判断される。 

 

３．希少な真珠生産貝の養殖特性の把握 

方法 

漁場環境がピース貝の殻体真珠層黄色度に及ぼす影響

を評価するため，黄色度の高い 3 ロット（G03，G06，

G10）の 2 年貝を平成 22 年 6，8，10，12 月に 30 個ず

つ英虞湾塩屋漁場から南部の尾鷲市古江漁場に移動させ

て水深 2.5m で飼育し，平成 23 年 3 月１日に取り上げて

色彩色差計により殻体真珠層黄色度を測定した。 

 

結果および考察 

 試験期間中の両漁場における 2.5m 層の水温を図 4に，

漁場移動時期と殻体真珠層黄色度の関係を図 5 にそれぞ

れ示した。水温は，9 月半ばまでは塩屋漁場で高く，そ

れ以降は古江漁場で高く推移した。移動時期と黄色度に

ついて，3 ロットの間に一定の傾向は認められず，漁場

環境がピース貝の殻体真珠層黄色度に及ぼす影響は不明

であった。 
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図４．試験期間中の両漁場の水温の推移 
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図５．漁場移動時期と殻体真珠層黄色度の関係 
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